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(54)【発明の名称】 患部組織除去装置

(57)【要約】
【課題】  容易に入手しうる機材や材料を用い、手軽に
かつ安全に取り扱いうる患部組織の切除装置を提供す
る。
【解決手段】  超音波内視鏡と患部組織切除用穿刺体と
を備えた切除装置において、患部組織切除用穿刺体が高
周波により発熱する耐熱性発熱線材で形成された患部組
織除去装置であり、上記の患部組織切除用穿刺体が、線
状支持部材と、一端で線状支持部材に支持され、部分的
に屈曲しながらスライド可能に線状支持部材に添設され
た線状焼灼部材から構成され、該線状焼灼部材は、両端
間において少なくとも２個の屈曲点を有し、線状支持部
材に沿ってスライドすることにより、線状支持部材を中
心とする屈曲部外縁の回転到達域を拡大又は縮小しうる
ようになっている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波内視鏡と患部組織切除用穿刺体と
を備えた切除装置において、患部組織切除用穿刺体が高
周波により発熱する耐熱性発熱線材で形成されているこ
とを特徴とする患部組織除去装置。
【請求項２】  耐熱性発熱線材がカンタル線である請求
項１記載の患部組織除去装置。
【請求項３】  患部組織切除用穿刺体が穿刺時には縮小
しているが、体内に穿刺された後では拡大する構造を有
する請求項１又は２記載の患部組織除去装置装置。
【請求項４】  患部組織切除用穿刺体が、線状支持部材
と、一端で線状支持部材に支持され、部分的に屈曲しな
がらスライド可能に線状支持部材に添設された線状焼灼
部材から構成され、該線状焼灼部材は、両端間において
少なくとも２個の屈曲点を有し、線状支持部材に沿って
スライドすることにより、線状支持部材を中心とする屈
曲部外縁の回転到達域を拡大又は縮小しうる請求項３記
載の患部組織除去装置。
【請求項５】  線状焼灼部材の屈曲点が線材のらせん状
構造により形成されている請求項４記載の患部組織除去
装置。
【請求項６】  線状焼灼部材が細長い円筒状網体及びそ
の中に収納された円筒状耐熱性絶縁体とからなり、円筒
状耐熱性絶縁体の一部を切欠させて屈曲点が形成されて
いる請求項３記載の患部組織除去装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波内視鏡で患
部を観察しながら、簡単かつ安全に患部組織を除去する
ための装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】患者の患部組織を手術により切除する際
に、従来使用されていたメスに代り、最近はマイクロ
波、ラジオ波、超音波、高周波、各種レーザ、ウォータ
ージェットのような物理的手段が用いられるようになっ
ている。これらの手段は、傷口が小さい上に、切除後の
縫合を省くことができるなど多くの長所を有するが、特
殊な装置や特殊な材料を必要とするため、コスト高にな
るのを免れない上に、感電などの危険を伴い、安全性の
点で問題があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、このような
事情に鑑み、容易に入手しうる機材や材料を用い、手軽
にかつ安全に取り扱いうる患部組織の切除装置を提供す
ることを目的としてなされたものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明者らは、患者の患
部組織を切除するための装置を開発するために鋭意研究
を重ねた結果、電熱線に高周波の電流を流して高温に加
熱したものを用いることにより、感電を防止しながら患
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部組織を焼灼しうること、及びこの際電熱線に工夫を加
えて刺入時は小さい寸法を保つが、患部に到達後は拡大
して広範囲に組織を切除しうるようにすれば、手軽に手
術を行いうることを見出し、この知見に基づいて本発明
をなすに至った。
【０００５】すなわち、本発明は、超音波内視鏡と患部
組織切除用穿刺体とを備えた切除装置において、患部組
織切除用穿刺体が高周波により発熱する耐熱性発熱線材
で形成されていることを特徴とする患部組織除去装置、
及び上記の患部組織切除用穿刺体が、線状支持部材と、
一端で線状支持部材に支持され、部分的に屈曲しながら
スライド可能に線状支持部材に添設された線状焼灼部材
から構成され、該線状焼灼部材は、両端間において少な
くとも２個の屈曲点を有し、線状支持部材に沿ってスラ
イドすることにより、線状支持部材を中心とする屈曲部
外縁の回転到達域を拡大又は縮小しうるようになってい
る患部組織除去装置を提供するものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】次に添付図面に従って本発明を詳
細に説明する。図１は本発明装置の基本的原理を説明す
るための回路図であり、穿刺体１は耐熱性線状発熱体、
例えばカンタル線やニクロム線で作られ、高周波電源６
からの高周波電流により発熱する。この高周波電流は電
圧計２、電流計３により監視され、制御される。スイッ
チ４及び５は異常事態が発生したときに電流を切断して
安全性を確保するためのものである。
【０００７】図２は、穿刺体の構造の１例を示す側面図
で、線状焼灼部材１ａは、その先端を支点部７として線
状支持部材１ｂに回転自在に連結支持されている。この
線状焼灼部材１ａは、屈曲点８，９を有し、線状焼灼部
材１ａを線状焼灼部材１ｂに沿ってスライドさせると、
この屈曲点８，９により外側に張り出すようになってい
る。
【０００８】図３は、線状焼灼部材１ａが外側に張り出
した状態を示す側面図であり、このようにして線状支持
部材１ｂを中心とする屈曲部外縁の回転到達半径Ｒが長
くなり、その到達領域が拡大する。この線状焼灼部材１
ａ及び線状支持部材１ｂは、丸型断面のものでもよい
し、帯状のものでもよい。その径としては０．３～２．
０ｍｍの範囲が適当である。
【０００９】図４は、線状焼灼部材１ａの屈曲部を形成
させる１例を示す斜視図である。この場合、線状焼灼部
材１ａは耐熱性発熱線材を組み紐状に編成した円筒状網
体１０とその円筒状網体１０の内部空洞部分に嵌入した
円筒状耐熱性絶縁体からなる芯材１１とから構成されて
いる。そして、屈曲部においては、この芯材が切欠して
おり、曲がりやすくなっている。他方、この芯材が嵌入
されている部分は、強度及びかたさが相対的に向上し、
これを曲げる力が加っても屈曲しない。このような構造
にすると、単一線材を用いたときに比べ曲げ伸ばしに対
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して強くなるという付随的効果も得られる。
【００１０】図５は、線状焼灼部材１ａの屈曲部を形成
する別の例であり、これは線状焼灼部材をらせん状に巻
き込んだ構造を有している。この場合、らせん状に巻い
た部分が発熱線の他の部分と接触すると発熱部分が偏在
し、均一な焼灼が行われないので、十分なピッチ間隔で
巻き込むことが必要である。
【００１１】本発明装置によると、超音波内視鏡で患部
を観察しながら患部に穿刺体１を刺入し、患部組織に達
した後で、線状焼灼部材１ａを線状支持部材１ｂに沿っ
て下方にスライドさせ、線状支持部材１ｂと線状焼灼部
材１ａとの間の間隔を拡大させ、線状支持部材１ｂを支
点として線状焼灼部材１ａを回転させることにより、広
範囲の患部組織を焼き切ることができる。
【００１２】本発明装置は、高周波による発熱を利用し
て患部組織を焼き切るため、通常の電熱加熱の場合に伴
うおそれのある感電を防止し、安全に患部組織を除去す
ることができる。本発明においては、数ｋＨｚから数Ｍ
Ｈｚの範囲の高周波を用いることができる。
【００１３】しかしながら、加熱に際し、水性媒体中で
高周波電流を通じると、急激な発泡及び膜沸騰を起し、
耐熱性発熱線材の焼き切れを生じるため、粘稠液の存在
下で処理するのが好ましい。このような粘稠液として
は、デンプン、コンニャクマンナン、アルギン酸のよう
な高分子物質ののり状変性体が用いられる。
【００１４】この粘稠液を用いると、粘性が上昇し、熱
対流による冷却が緩和され、発熱線材表面での泡の上昇
が抑制されるとともに、核沸騰から膜沸騰へ低熱流によ
る移行が行われる結果、発熱線材の焼き切れを防止する
ことができる。
【００１５】
【実施例】次に実施例により本発明をさらに詳細に説明
する。
【００１６】実施例１
直径０．５ｍｍ、長さ３０ｍｍのカンタル線をＶ字状に
折り曲げ、両端に銅線を接続し、高周波電源に連結し
た。次いで、電圧２．５Ｖ、電流１２．５Ａの条件下で
３質量％濃度のデンプンのりに浸したブタの肝臓に刺入
し、回転させて組織の高周波加熱による焼灼を行ったと
ころ、カンタル線を中心に径１０ｍｍ、深さ１０ｍｍの
範囲で組織を切断することができた。なお、デンプンの
りを用いずに、純水中で同じ操作を行ったところ、カン
タル線は瞬時に赤熱し、１秒間で焼き切れ、組織は黒変
しただけでほとんど焼灼されなかった。
【００１７】実施例２
図６は、胃の中に本発明の患部組織除去装置を挿入し、
胃壁１２に生じた病変部１３を焼灼する例の模式図であ
る。すなわち、先ず胃の内部に３質量％濃度のデンプン
のりを満たし、超音波内視鏡１４により観察しながら、*
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*それに付設した穿刺体１を移動させて病変部を焼灼す
る。１５は穿刺体１を保護するための絶縁性被覆体であ
る。このようにすると超音波伝達媒体が高粘性のため、
低熱流量で穿刺体１の線状焼灼部材１ａの表面に泡が付
着し、膜沸騰を生じ、高温を形成しうるので、病変部の
焼灼を円滑に行うことができる。
【００１８】図７は、この際の穿刺体１の作用を示す説
明図で、図７（ａ）は穿刺体１を病変部に刺入したとき
の状態、図７（ｂ）は穿刺体１を病変部に刺入した後の
状態を示す。すなわち、刺入時においては、穿刺体１の
線状支持部材１ｂと線状焼灼部材１ａとは並行状態を保
持しているので、容易に刺入することができる。刺入
後、線状焼灼部材１ａを線状支持部材１ｂに沿ってスラ
イドすると、線状焼灼部材１ａは支点部７を中心とし、
屈曲点８，９において屈曲し、外側に張り出す。そし
て、この状態で穿刺体１を回転させると、病変部を大き
い体積で焼き切ることができる。
【００１９】
【発明の効果】本発明によると、患部組織を広範囲にわ
たって安全かつ簡単に除去することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の基本的原理を説明するための回路
図。
【図２】  穿刺体の構造の１例を示す側面図。
【図３】  線状焼灼部材の外側に張り出した状態を示す
側面図。
【図４】  線状焼灼部材の屈曲部の１例を示す斜視図。
【図５】  線状焼灼部材の屈曲部の別の例を示す側面
図。
【図６】  本発明装置を用いて患部組織を焼灼する状態
を示す模式図。
【図７】  本発明装置の刺入時(ａ)及び刺入後(ｂ)の状
態を示す説明図。
【符号の説明】
１  穿刺体
１ａ  線状焼灼部材
１ｂ  線状支持部材
２  電圧計
３  電流計
４，５  スイッチ
６  高周波電源
７  支点部
８，９  屈曲点
１０  円筒網状体
１１  芯材
１２  胃壁
１３  病変部
１４  超音波内視鏡
１５  絶縁性被覆体
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